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　現在、日本のアニメーションは全世界
に普及し多くの人 を々魅了している。高
畑勲監督が指摘しているようにわが国
には12世紀の絵巻物から始まる映像
文化の長い伝統がある。また、色や形
や動きがあたえる感情や象徴性は、民
族を超え、文化を超えて、人々に共感
を与えることは、心理学的研究からも
確かめられている。アニメーションは科
学的、学術的研究の対象となっている。
この時期に日本アニメーション学会メン
バーをあげて「アニメーションの事典」
を完成させたことは快挙と言えよう。ア
ニメーションに関心を持つ広い読者に本
事典を推薦したい。

　学問としての体系を確立し、
教育研究を科学的なものとするた
めには、これまでの研究成果や
知見を網羅的に俯瞰できるものが
必要であった。それは、日本のア
ニメーションが果たしてきた経緯
からしても、わが国が先導すべき
ものであるはずだ。「アニメーショ
ンの事典」は、その使命に応え
るべくして編まれた成果である。

　わが国でのアニメーション事情
についての素朴な疑問や質問を
内外の方々から問われる機会が
多々あって、その度に学問的な
著作物を紹介しろと言われて困っ
ていました。作家とその作品を歴
史的に紹介するものはありました
が、まだまだ研究分野はこれから
なのかと思っていました。ですか
らこの事典の登場には大いに期
待しています。
　ぜひ近々に英語版をはじめとす
る海外版も実現して欲しいと願い
ます。

大山　 正
前 アニメーション学会会長
前 東京大学・日本大学教授

濵野 保樹
東京工科大学教授
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本書を推薦します （五十音順・敬称略）
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刊行のことば
　日本のアニメーションは日本の文化として世界に受け入れられ、世界的に大ヒットした作品も多い。社会の大
きな関心を集め、コンテンツ産業として発展が期待されている。しかしアニメーションを学問的に捉えようとすると
き、基本的な資料に限界がある。そうした限界を補うものとして本書が企画された。（中略）かつては自分の
趣味や好みに従っていたアニメーションの語り手たちが、一定の専門分野の訓練を受けた研究者へと変化して
きた。これは大きな時代の変化と思われる。こうした研究者たちにとって、先人の残した学問レベルを全体的
に俯瞰する書物の出版は必要不可欠である。
　とはいえ本書は専門家だけのものではなく、一般の学生や、アニメーションに関心を持つ多くの人たちの期待
に答えるだけの内容を備えている。理論や技法について知ることができ、普段目にすることのない地域のアニメー
ションの歴史を踏まえて世界のアニメーションの歴史が俯瞰でき、文化や周辺学問分野との関連も理解すること
ができる。……
　こうした事典は世界的に見ても類例を知らない。まさに日本のアニメーション界の底力を示している。

（序文より抜粋）
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7.1　アニメーションと社会：
『ゲゲゲの鬼太郎』の場合

アニメーションと社会の関連
　アニメーションと社会の関係を語る切り口は多く
あるだろう．アニメーションをどのようにとらえる
かということも問題になろうし，社会をどのように
考えるかも問題になろう．アニメーションを素材に
して考える場合に，アニメーションが使用されてい
る状況を考えることもできる．劇場用作品やテレビ
作品はいうまでもなく，アニメーションは多くの広
告ディスプレイに使用されている．こうしたアニ
メーションの使用における社会的な影響を考えるこ
ともできよう．劇場用作品やテレビ作品をみてみる
とき，そこには時代性を反映し，社会的な問題が含
まれる場合もある．こうした時代性を考えることも
できる．あるいは，アニメーションを他の表現メディ
アとの関連を通して考えることもできる．アニメー
ションと社会の関係は，このようにさまざまに考え
られるが，ここではアニメーションと漫画との関連
を考え，しかも，アニメーションの内容面に社会的
変化が反映してくることを考えたい．そうした考察
の対象として，『ゲゲゲの鬼太郎』を取り上げるこ
とにする．
　『ゲゲゲの鬼太郎』は繰り返しテレビで放映され，
2007年には 5回目のシリーズが放映された．実写
映画にもなり，劇場用の長編アニメーションとして
も何本か作品化されている．人気の高い作品であ
る．しかし，もともとは漫画が原作であり，漫画の
原作がアニメーション化に生かされるが，やがては
オリジナルな内容が多く含まれるようになった．し
かも，シリーズが数年の間隔をあけてつくられてい
るので，時代の変化がそこに現れてきている．つま
り，同じ原作を使用しても，描かれ方が変化してき

ているのであり，その変化の中に社会の変化が反映
されている．

貸本漫画に始まる
　『ゲゲゲの鬼太郎』の誕生は貸本漫画に始まる．
1960年，水木しげる 38歳のときに，『妖奇伝』に『幽
霊一家』が発表された．これが鬼太郎の誕生である．
貸本漫画で鬼太郎ものはいくつか描かれているが，
その中に『─怪奇オリンピック─アホな男』があ
る．この作品で，鬼太郎は漫画家の水木さがるに招
待状をわたし，地獄へ誘う（要するに，鬼太郎の仲
間になれと誘う）．そして，水木さがるは現実に地
獄へ行ってしまう（鬼太郎の仲間になってしまう）．
鬼太郎は人間を地獄へ落としても平気なのである．
　鬼太郎が少年漫画に登場したのが 1965年（水木
しげる 43歳）のときである．『少年マガジン』誌上
に『墓場の鬼太郎」の題で登場した．この第 2話『地
獄流し』（1965年，水木しげる 43歳，8月 1日発
行）では，湿地を通って鬼太郎の自宅に侵入するや
くざ 2人が，地獄に送られてしまう様子が描かれる．
ひとりは地獄への片道切符を使って，ひとりは鬼太
郎の自宅で地獄がみえるトランジスターテレビを勝
手に見ていて，鬼太郎に返さなかったために，地獄
へ行ってしまう．鬼太郎は取りもどしたトランジス
ターテレビを使って，地獄にいる 2人のやくざの様
子を眺めているところで作品は終わる．横になって
足を組んでいる鬼太郎の姿勢はくつろぎきってお
り，ごく日常の一こまといった風情で「うっかり鬼
太郎にさからうと村人のいうように地獄流しにあう
のだ……」と締めくくられる．ここでは，貸本漫画
時代に近い地獄へ人間を落としてしまう鬼太郎が描
かれていた．
　鬼太郎には，幽霊族の末裔としてのモラルがあ
り，それは人間に尽くすというものではなく，むし
ろ，人間を死後の世界に誘うといったものであった．
しかし，その鬼太郎が精神を病むエピソードも描か
れる．『海座頭』（1966年，水木しげる 44歳，12月
17日発行）のエピソードのファースト・シーンで
ある．鬼太郎は呆然としており，「鬼太郎は無意味
なおばけ退治で人類に奉仕するような生活になんと
なくはりあいがなくなってきていた……．いわゆる
ノイローゼというやつであろうが」と説明される．
鬼太郎は，お化け退治のために疲れが溜まり，抑う
つ的になっていた．この時，「南方で原始生活でも
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